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CM71-10130-4T3

正誤表 

MB91265A Series ハードウェアマニュアル 第4版(CM71-10130-4)に対する正誤表です。 

FR60Lite 

32ビット・マイクロコントローラ 

MB91265A Series 

ハードウェアマニュアル 
2009.4.1 

※    ：訂正箇所 

日付 ページ 項目 訂正内容 

2009/ 

4/1 

370 15.4.2.2 「■ レジスタ機能」の「[bit2] TxRqst/NewDat: メッセージ送信要求ビット」を，以下の  で示

すように訂正。 

 

（誤） 

   

TxRqst/ 

NewDat 
機能 

0 
メッセージオブジェクト* およびCAN 送信要求レジスタのTxRqst

ビットに"0" を設定することを示します。 [ 初期値] 

1 
メッセージオブジェクト* およびCAN 送信要求レジスタのTxRqst

ビットに"1" を設定( 送信要求) することを示します。 

 

（正） 

TxRqst/ 

NewDat 
機能 

0 
メッセージオブジェクト* およびCAN 送信要求レジスタのTxRqst

ビットを変更しないことを示します。 [ 初期値] 

1 
メッセージオブジェクト* およびCAN 送信要求レジスタのTxRqst

ビットに"1" を設定( 送信要求) することを示します。 

 

 [mcu_doc:0889]

2008/ 

6/13 

391 15.4.4.3 「■ レジスタ機能」のセット条件に，以下の文を追加。 

 

－IFxコマンドマスクレジスタの WR/RD に“1”、IFxメッセージ制御レジスタの IntPnd に“1”

を設定して、IFxコマンド要求レジスタ の書込みにより 特定オブジェクトのIntPndにセットで

きます。 

 

2008/ 

6/13 

391 15.4.4.3 「■ レジスタ機能」のリセット条件を，以下の  で示すように訂正。 

 

（誤） 

IFxコマンドマスクレジスタ が WR/RD に“１”IntPnd に“１”を設定した場合、 

 

（正） 

IFxコマンドマスクレジスタ の WR/RD に“１”CIP に“１”を設定した場合、 

 

2008/ 

6/13 

391 15.4.4.3 

  

     

「■ レジスタ機能」のリセット条件に，以下の文を追加。 

 

－IFxコマンドマスクレジスタの WR/RD に“１”、IFxメッセージ制御レジスタの IntPnd を "0" に

設定した場合、IFxコマンド要求レジスタの書込みにより 特定オブジェクトのIntPndをリセット

できます。 
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日付 ページ 項目 訂正内容 

2008/ 

6/13 

396 15.5.1  

  

     

「■ メッセージオブジェクト」を，以下の  で示すように訂正。 

 

（誤） 

メッセージRAM のメッセージオブジェクト設定(MsgVal, NewDat, IntPnd, TxRqst ビットを

除く) は, ハードウェアリセットによって初期化されません。そのためメッセージオブジェ

クトをCPU で初期化するか, MsgVal ビットを無効(MsgVal=0) に設定してください。また, CAN 

ビットタイミングレジスタの設定はCAN 制御レジスタのInit ビットが"0" のとき行ってくだ

さい。 

 

（正） 

メッセージRAM のメッセージオブジェクト設定(MsgVal, NewDat, IntPnd, TxRqst ビットを

除く) は, ハードウェアリセットによって初期化されません。そのためメッセージオブジェ

クトをCPU で初期化するか, MsgVal ビットを無効(MsgVal=0) に設定してください。また, CAN 

ビットタイミングレジスタ (BTR)とCANプリスケーラ拡張レジスタ(BRPER)の設定は，CAN 制

御レジスタのInitビットが "1" ,CCEビットが "1" のとき行ってください。 
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